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4
人
に
1
人
が
65
歳
以
上
と
い
う
高
齢
化

に
伴
い
、
単
身
世
帯
は
増
え
、
孤
独
死
の
件
数
も

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
老
々
介
護
や
生
活
保

護
世
帯
の
半
数
を
高
齢
者
が
占
め
る
な
ど
、
高
齢

者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
厳
し
い
も
の
で
す
。
住

み
慣
れ
た
ま
ち
で
年
齢
を
重
ね
、
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
た
め
に
は
、
制
度
だ
け
に
頼
る
こ
と
は

難
し
く
、
助
け
合
い
や
見
守
り
の
大
切
さ
が
改
め

て
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。 

日
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
高
齢
者
と
関
わ
っ
て

い
る
、
八
王
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
大

島
和
彦
さ
ん
と
、
八
王
子
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相

談
セ
ン
タ
ー
高
尾
の
斉
藤
健
一
さ
ん
か
ら
の
お

話
を
参
考
に
、
市
民
や
市
民
活
動
団
体
が
で
き
る

こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

「
日
常
の
困
り
ご
と
を
頼
め
る
相
手
が
い
な
い

人
は
多
く
、
施
設
へ
の
入
居
を
考
え
る
き
っ
か
け

は
、『
電
球
が
替
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
』『
掃
除
が

億
劫
に
な
っ
た
』
な
ど
、
意
外
と
身
近
な
こ
と
だ

っ
た
り
し
ま
す
。
で
も
実
は
、
私
た
ち
が
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
※
1

の
結
果
か
ら
も
、
地
域
に
は
、

手
伝
っ
て
も
良
い
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い

る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
」
と
斉
藤
さ
ん
。 

 

実
際
に
は
、
時
間
的
余
裕
が
な
い
、
き
っ
か
け

が
な
い
な
ど
、
す
ぐ
に
は
行
動
で
き
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
助
け
合
い
へ

の
意
識
に
は
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
す
。 

 

 

大島和彦さん 

八王子市ボランティ

アセンターは、ボラ
ンティアの窓口を始
め、サロンなどの居

場所作りの相談にも
応じ、地域活動の支
援を行っています。 

高齢化が進む今、高齢者の虐待や、老々介護、孤独死など、高齢者に関する課題は

深刻です。その一方、子どもの貧困や虐待など、子どもに関する課題も見過ごせま

せん。子どもから大人まで、すべての人が地域で安心して暮らすために、地域の繋

がりが見直されています。 

 

い
世
代
が
集
い
、
交
流
で
き
る
居
場
所
を
提
供
。

ま
た
地
域
の
要
望
に
応
え
「
お
助
け
隊
」
を
組
織

す
る
な
ど
、
地
域
を
支
え
て
い
ま
す
。
在
籍
す
る

約
120
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
半
分
が
清
川
町

の
住
人
で
、
ほ
と
ん
ど
が
70
歳
以
上
と
高
齢
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
行
く
こ
と
が
楽
し

く
、
仲
間
づ
く
り
の
機
会
と
し
て
、
張
り
合
い
や

生
き
が
い
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
住
民
が
家

に
引
き
こ
も
り
孤
立
し
な
い
よ
う
、
レ
コ
ー
ド
を

持
ち
寄
り
聞
く
会
、
男
性
料
理
教
室
な
ど
、
多
様

な
入
り
口
を
用
意
し
、
地
域
の
顔
の
見
え
る
関
係

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

設
立
か
ら
10
年
経
っ
た
今
も
、
地
域
住
民
と

の
信
頼
関
係
を
何
よ
り
大
切
に
し
、
地
域
の
要
望

に
応
え
、
新
し
い
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
継
続
の
陰
に
は
、
常
に
活
動
の
正
当
性
を
探

り
、
経
営
的
に
先
を
見
通
す
こ
と
で
、
そ
の
時
々

の
状
況
に
適
し
た
活
動
を
取
捨
選
択
す
る
姿
勢

が
あ
り
ま
し
た
。
N

P

O
法
人
を
取
得
せ
ず
、

任
意
団
体
を
選
ぶ
背
景
に
も
、
団
体
に
と
っ
て
相

応
し
い
形
を
考
え
て
の
こ
と
で
す
。 

 
 

今
後
「
き
よ
ぴ
ー
」
で
は
、
今
ま
で
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
、
「
居
場
所
づ
く
り
」
を
検
討
し
て

い
る
団
体
や
地
域
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
応
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。 

http://w
w

w
15.plala.or.jp/kiyopi-/ 

「
き
よ
ぴ
ー
」
は
清
川
町
の
商

店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
、
手
作
り
の
お

惣
菜
、
お
弁
当
の
販
売
の
傍
ら
、

高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
幅
広

 

斉藤健一さん 

八王子市高齢者あん
しん相談センター高
尾では、高齢者の生

活や悩みに寄り添
い、日々高齢者の立
場で支援を行ってい

ます。 

※1 八王子保健生活協同組合(高齢者あ

んしん相談センター高尾運営受託者)
「生活支援に関するアンケート」抜粋 
「利用したい」人のニーズ同様に「手伝

える」人は、どの分野にもある程度いる
ことがわかります 

 

地
域
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
て

も
、
ど
う
行
動
し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
人
や
団

体
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た

相
談
を
受
け
る
機
会
が
多
い
大
島
さ
ん
は
、
「
ま

ず
は
お
互
い
様
の
気
持
ち
で
、
周
り
に
関
心
を
持

つ
こ
と
。
周
り
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
必
要
と

さ
れ
る
こ
と
が
見
え
、
一
方
的
で
は
な
い
、
助
け

合
い
の
関
係
が
生
ま
れ
、
活
動
に
繋
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
」
と
。 

地
域
の
居
場
所
づ
く
り
や
、
助
け
合
い
の
活
動

に
関
心
を
持
つ
団
体
や
、
そ
う
し
た
活
動
に
関
わ

り
た
い
と
考
え
て
い
る
人
は
、
少
し
ず
つ
増
え
て

い
る
と
お
二
人
の
話
を
通
し
感
じ
ま
し
た
。
小
さ

な
助
け
合
い
こ
そ
、
制
度
で
は
補
え
ず
、
市
民
、

市
民
活
動
団
体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
域
の
困
り
ご
と
に
目
を
向

け
、
ま
ず
は
「
大
丈
夫
？
」
の
一
言
か
ら
、
一
歩

を
踏
み
出
す
。
そ
う
し
た
一
人
ひ
と
り
の
助
け
合

い
へ
の
想
い
が
繋
が
り
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま

ち
に
近
づ
け
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

買い物への同行 
病院への同行 

日常的な声掛け・見守り 
ボランティア主催サロン 
専門家による運動レク 

ボランティア主催体操教室 
買い物代行 
電球交換 

食事の準備・調理・後始末 
部屋の掃除 

手伝える   利用したい 
人 
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名称 主催 助成対象 助成金額 締切 

公益信託オラクル有志の会 
ボランティア基金 

日本オラクル 
有志の会 

社会貢献活動 上限 100 万円 5/20(金)必着 

2016 年度（第 46 回） 
毎日社会福祉顕彰 

公益財団法人 
毎日新聞社会事業団 

社会福祉の発展向上
に貢献した団体 

賞牌と賞金  
賞金 100 万円 5/31(火)必着 

平成 28 年度助成 社会福祉法人 
木下財団 

福祉 上限 30万円 5/31(火)必着 

ニッセイ財団高齢社会助成 
地域福祉チャレンジ活動助成 

公益財団法人 
日本生命財団 

地域福祉 上限 200 万円  
5/31(火) 
消印有効 

ニッセイ財団高齢社会助成 
「実践的課題研究助成」と 
「若手実践的課題研究助成」 

公益財団法人 
日本生命財団 

高齢社会における 
実践的課題研究等 

上限 200 万円 
上限 100 万円 

6/15(水)  
消印有効 

平成 28 年度草の根育成助成 
公益財団法人 
草の根事業育成財団 

医療・福祉分野 
スポーツ分野 上限 50万円 

6/20(月) 
消印有効 

高齢者職域開拓モデル事業 
公益財団法人 
東京しごと財団 

高齢者職域開拓 
モデル事業 

上限 300 万円 
9/15(木) 
消印有効(5/2～) 

 

 

詳しくは、NPO さぽーと 802 にお問合わせいただくか、はちコミねっとのサイトをご覧ください 

八王子市片倉町にある東京工科大学の授

業の一環で、10 年前から担当教授の実家の

ある佐渡島（新潟県佐渡市）で、地域活性化

を目的としたボランティア活動が行われて

きました。その活動を継続、発展させようと、

卒業生が中心となり設立したのが「風援隊」

です。毎夏、高齢化した地域に学生が４回に

分かれ、廃校になった簡易宿泊所で自炊しな

がら滞在します。荒れてしまった森の手入れ

や、草刈など農業を手伝う一方、学生主催の

イベントで地域を元気にしてきました。高齢

化する地域にとって学生たちの存在は大き

く、地元メディアにも取り上げられるほど、

地域に根付いています。 

現在は佐渡島だけではなく群馬でも活動

を行っています。また、いちょう祭りに参加

するなど、八王子での活動も大切にしていま

す。代表の谷中奨さんは、他の大学との連携

を進めると共に、一般の方にも枠を広げ、八

王子でもこうしたボラン

ティア活動を広げていき

たいと話してくれまし

た。 

http://tiny.cc/6vbuay 

プログラム説明会 

6 月中旬開催予定 

 

代表 谷中奨さん 

「できたらやろう」 

ではだめ。絶対やり遂げ

る覚悟で、周りに公言す   

ることが大切ね。 

1.地域住民の主観的視点に客観的な視点が加わる 

2.客観的立場で公平に判断できるので調整役に適任 

3.地域外の応援に繋がる 

基本を押さえたら、あま 

り考えすぎない方が良いね。 

細かいことは、進めながら考

えれば大丈夫だから。 

★仲間をみつけよう！ 

★資金の計画を立てよう！ 

★担当を決めよう！ 

 

★活動の目的を明確に！ 

きよぴー事務局長
片貝剛さん 

きよぴー副代表 
梅沢香代子さん 

資金計画をしっかり立てましょう。良い計画でも、 
採算が取れなければ、活動は継続できません。 

誰が責任を持って活動を始めるのかを、決めておくことで
スムーズに進みます。 

活動の目的が明確であれば、周囲の賛同が得られます。 
賛同が得られれば、寄付やボランティアにも繋がります。 

まずは３人からスタート！ ３人は話し合いができる最
低人数、お互い励まし合い、計画が現実的になります。 

佐渡島で、ボランティア活動に

取り組む東京工科大学の学生 

※地域で何かしたい方や「居場所づくり」に興味のある方は、NPO さぽーと 802 で相談をお受けします。 

まずはお電話ください。042－646－1577 
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◆日  時： 6 月２５日（土）１３：３０～１７：００ 

◆会  場：八王子市学園都市センター 第１セミナー室 

     （東急スクエアビル１２階） 

◆対  象：ＮＰＯ・市民活動をしている方  

広報力向上を目指している方 

◆参加費：５００円（資料代等）  

◆定  員：５０名（申込先着順） 

 
 

◆日 時： 6 月１９日（日）１３：３０～１７：００ 

◆会 場：八王子市学園都市センター 第１セミナー室 

     （東急スクエアビル１２階） 

◆対 象：市民活動に興味のある方 

NPO・市民活動団体の方 

◆参加費：無料   

◆定 員：５０名（申込先着順） 

Ⅰ部  13:30－ 15:10 講演会   

Ⅱ部  15:30－ 17:00 ワールドカ フェ  
 
※ ワ ー ル ド カ フ ェ と は  
カ フ ェ の よ う に リ ラ ッ ク ス し た 雰 囲 気 の 中 、参 加 者
が 少 人 数 に 分 か れ 自 由 に 対 話 。時 々 メ ン バ ー を シ ャ
ッ フ ル し な が ら 話 し 合 い を 発 展 さ せ 、相 互 理 解 を 深
め な が ら 、 意 見 交 換 を し ま す 。  

主な経歴 
一橋大学社会学部卒業、産業能率大学大学院経営情

報学研究科経営情報学専攻修士課程修了他、日本電

気（NEC）等 を経て現職 
 

著書多数 
近著：パラレルキャリアをはじめよう！ 

（ダイヤモンド社） 

 
 

 

 

 

空いた時間に、できることを活かし、NPO・市民活動団体

を応援する「人財支援」は、社会貢献活動の新しい参加の

「カタチ」です。社会貢献活動に参加し「２枚目の名刺」

を持つことを勧める石山さんが、経験、知識、やる気を地

域で活かす方法について、わかりやすく伝えます。 

社会貢献活動に興味のある方、「人財支援」に興味のある団

体の方は、ぜひご参加ください。 

後半は、「社会貢献への参加」について、少人数のグループ

で自由に意見交換します。途中グループを変え、いろいろ

な方と話す機会が持てます。 

 

 

法政大学 大学院 政策創 造研究科 教授  

★各講座は、NPO さぽーと 802（はちおうじ）八王子市市民活動支援センターの事業です 

申込み先：TEL０４２-６４６-１５７７  FAX０４２-６４６-１５８７  

メ-ル npo802＠shiencenter-hachioji.org 

 

 

 
企業の組織人事論からシニアや現

役世代の知識・経験を活かし、多様

な視点で市民活動団体が抱える課

題を解決するパラレルキャリア（２

枚目の名刺）の第一人者 

 

２月１３日に開催した「プロに聞く、広報のコツ基本の“き”」

では、広報力を上げるために、まず第一に考えるべきことを

お伝えしました。 

広報を行う目的や伝えるべき相手、内容が整理できたら、 

いよいよ実践編です。 

講師は、前回に引き続きアフラックのＣＭなどを手掛けた 

横尾嘉信さんです。 

 

今回の講座では、実際のチラシを素材にしてワークを行い 

ます。チラシを作る人の思いはチラシを見る人にちゃんと 

伝わっているのか？ 伝わるチラシを作るにはどうしたらい

いのか？ みなさんと一緒に考えます。 
 

◆対 象：イベント・講座・会員募集などのチラシ 

（営利目的ではないもの） 

  ※6 月２５日の講座で教材として使います。 

※アドバイスは講座の中で行います。        

◆募集数：１０種類程度 

  ※メールでデータをお送りください。 

◆締 切：5 月２６日（木） 

※詳しくは下記までお問い合わせください。 

1962 年福岡県生まれ。1986 年

電通入社、企業の広告活動、ブラン

ド育成に携わる。主なクライアント

はアフラック、トヨタ、サントリー

など。2015 年独立、（株）横尾嘉

信事務所設立。 

 

 



4 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イベント 日時 会場 内容 主催 申込先 備考 

裏高尾で 
オオルリを 
探す会 

5/15(日) 
8:30-11:00 

裏高尾小 
下沢林道 

オオルリやクロツグミ、
ミソサザイを探す 

八王子・日野 
カワセミ会 

090-6125-5769            
kasuya.kazuo688
@gmail.com 
(粕谷) 

雨天中止 
参加費 
200円 
申込み不要 

八王子で 
身近に見られ
る野鳥展 

6/1(水)～ 
6/30(木) 

エコひろ 
ば展示ス 
ペース 

野鳥観察結果をパネル
写真にまとめて展示 

入場無料 
休館日等は、
会場にご確 
認ください 

第 4回 
拓け！ 
センター元気 

5/19(木) 
12:00-16：30 

いちょう 
ホール 

ボランティアの方によ
る歌と踊りのパフォー
マンス 

八王子 
センター元気 

TEL/FAX 
042-627-9179 
center9179@ 
nifty.com（森口) 

参加費無料 
定員 280 名 

第 12 回 
文化講座 
中国映画《唐山
大地震》から 

5/22(日) 
13:30-16:20 

アミダ 
ステーシ 
ョン 

中国唐山で起きた大地
震を舞台に、家族の愛と
絆を描いたヒューマン
ドラマを解説 

日本中国友好 
協会 
八王子支部 

TEL/FAX 
042-644-0703   
(高橋) 

参加費 
500円 
学生無料 
定員:50名 

いっしょに学 
ぼう 説経節
＆由木音頭 

5/22(日) 
14:00-16:00 

南大沢 
市民セン 
ター 

由木地方の身近な地名
が出てくる民謡に触れ
てみませんか 

説経節の会 
いっしょに学 
ぼう由木の会 

TEL 
042-643-1451 
(澄川) 

資料代 
200円 
学生無料 

第 13 回 
傾聴ボランテ 
ィア養成講座 

5/24～6/28
の毎週火曜
13:30-16:30 

子安市民 
センター 
他 

傾聴の基礎理論、傾聴の
ロールプレイング、施設
実習、認知症、サポータ
ー講座他 

八王子 
センター元気 

TEL/FAX 
042-627-9179 
center9179@ 
nifty.com (脇) 

資料代 
1,200 円 
定員 60名 

自分史 
入門講座 

5/28(土) 
14:00-15:30 

八王子 
労政会館 

自分史を具体的に紹介。
興味のある人に、自分史
作成講座の内容を紹介
します 

八王子高齢者 
活動コーディ 
ネーター会 

090-4934-8707          
FAX042-675-9649
hasshuu.w@gmail
.com(渡辺) 

参加費 
500円 
定員 30名 

「滝山城」の 
散策＆講演会 

5/29(日) 
10:00-15:30 

集合 
滝山観光 
駐車場 

リニューアルされた滝
山城の再発見と講演会
「滝山城と民衆」 

八王子研究 
団体連絡会 

ハガキにて 
八王子市小宮町
1049-2(福島) 
042-642-7360 

参加費 
1,000 円 
先着 40名 
〆切 5/19 

第 4回生涯学習 
の集いイン南 
大沢～由木を知 

る･見る･学ぶ～ 

6/18(土) 
13:00-17:00 
6/19(日) 
10:00-16:00 

生涯学習 
センター 
南大沢分 
館 

旧由木村の歴史や文化、
自然等を紹介する講演
会、試食他 

生涯学習の集 
いイン南大沢 
実行委員会 

042-674-5727 
(根本) 

参加費は、イ
ベントごと
に違います 

ボランティアの名称 
畑作業･梅もぎ・ブルーベリ
ー摘み・ジャム作り 

活動内容 
耕作放棄された畑や梅林などを手
入れして収穫。ジャム作りなど加工
販売までしています。 

条件 
自然の好き
な方 

団体名 
NPO法人すまいるカフェ 
090-4745-1871(高倉) 

イベントの詳細については、各団体にお問合せ下さい 
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アクティブ 
市民塾 

■配布場所：八王子市市役所、市内各市民センター、市民部事務所、 

図書館、体育館、子ども家庭支援センター、 

その他八王子近郊鉄道駅など 

■発 行 日：奇数月 1 日（年 6 回発行） 

■発 行：八王子市市民活動支援センター 

■発行部数：5,000 部/回 
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ｚ NPO・市民活動イベント情報 
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高尾山英語ボランティアガイドクラブは、高尾山を英語で案

内している団体です。年間２５０万人を超える登山客で賑わ

う高尾山には、大勢の外国人も訪れます。そのため、英語に

よるガイドのニーズは高まってきています。今回は、普段、

外国人を案内しているように、英語でガイドを受けながら高

尾山を登り、下山後、日本語で会の説明などを聞きます。 

 日 時：5 月２０日（金）9：20～15：30 

集 合：9：２０ 高尾山口駅改札前 

講 師：高尾山英語ボランティアガイドクラブ 会員の皆さん 

服 装：山登りの服装 

（長袖、長ズボン、上着、帽子、履きなれた靴） 

持ち物：昼食、飲み物、敷物、ゴミ袋、雨具、健康保険証 

参加費：５００円（片道ケーブルカー代、資料代） 

定 員：２０名（申込先着順） 

行程（天候などにより変更になる場合があります） 
①高尾山口駅改札前集合 
②ケーブルカーで高尾山駅へ 
③１号路を通って山頂へ 
④山頂にて昼食 
⑤富士道→⑥１号路を通って下山 
⑦高尾５９９ミュージアムにて会の説明など 

終了後、現地解散 

 

 

 

※アクティブ市民塾は、NPO さぽーと 802（はちおうじ）八王子市市民活動支援センターの事業です。 

申込先：TEL０４２-６４６-１５７７ FAX０４２-６４６-１５８７ メ-ル npo802＠shiencenter-hachioji.org 
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